
VOL.95  NO. 9 （NO.1101）
THE KANZUME JIHO

ISSN  0410−9716
CODEN : KJIHBX

9
2016

缶詰，びん詰，レトルト食品生産数量
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商品規格書の統一による業務効率化について

昭和50年代につくだ煮製造からレトルト食品製造へ転換．
一からのスタートながら業務用レトルトの取引きを拡大す
るも，市場環境の悪化から小売り用PBレトルトに舵を切っ
た．PB品の開発に資するため自社ブランド品を先行展開し，
プチ贅沢で心豊かなレトルトのある暮らしを実現していく．
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ツナ缶市場は，直近10年では魚価騰落，コストアップ，値
上げ，為替の大幅な変動等，市場環境は目まぐるしく変化
している．今後も先行き不透明感が増すなかで主要ブラン
ド各社による収益確保と成長へ向けた施策の展開が予想さ
れる．本稿では，国内生産統計，輸出入統計，海外輸出統
計等の関連データを基に市場を概観する．
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ー「PITS標準項目」「PITS標準フォーム」についてー

2016年１～３月期の缶詰，びん詰生産は50.8万トン（7,979
万箱．実箱）で，前年対比106.6％となっている．内訳は，
丸缶48.9万トン，7,693万箱（飲料を除いた丸缶では4.1万
トン，546万箱），大缶0.8万トン，39万箱，びん詰1.2万
トン，247万箱となっている．レトルト食品の生産は，6.7
万トン（973万箱）で前年対比91.7％となっている．

鮭鱒工船だった信濃丸の数奇な一生
　～いま日本の海洋力を問う～（全11回）
　  第８回　炎暑の台湾航路（1910～1929年）　
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1930年代に北洋で鮭鱒缶詰を製造した工船の代表，信濃丸，
その前身は北米航路の華やかな定期船だった．日露戦争で
は仮装巡洋艦，晩年は引揚船と役割を変えた．本稿は，数
奇な船歴を経た「信濃丸」のあとを遡り，日本の海洋力の
将来を考える． 


